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市民の納得が得られる行政サービスを提供していくためには、職員一人ひとりが果たすべき役 

割・求められる能力を認識し、それらを最大限に発揮させることが最重要課題となります。 

しかし、職員の価値観や仕事に対する考え方も多様化しており、市民、組織が職員に対し「何を期 

待しているのか、どのような知識・能力を求めているのか」を明確に示し、職員と共有していなけ 

ればお互いが望む効果は生まれません。 

また、 『稚内市自治基本条例』（Ｈ19.4.1施行）においては、「市職員の責務」を 

1 誠実で公正､公平な立場で法令を守り、市民の視点に立って職務を効果的に行うこと。 

2 必要な知識､技術などの能力向上のため自己研さんに努めること。 

3 自らも市民としての自覚を持ち、積極的に地域活動に参加すること。 

4 地域の課題解決に向けて、必要に応じて市民と市の意思疎通を図る役割を担うこと。 

としており、この基本原則に基づいた職員の育成に取り組むことが必要となります。 

これらのことから、本市ではすべての職員が共通して持つべき「目指すべき職員像」を、まちの将来 

を展望する創造力や行動力を持ち、市民に信頼される職員とし、これを人材育成の指標とします。 

具体的には次のような職員を指します。 

（１） 経営意識を持ち、社会環境の変化や市民ニーズに的確に対応できる職員 

① 常にコスト意識を持ち、費用対効果を踏まえて迅速で効率的に業務を遂行します。 

② 社会環境の変化や市民ニーズを的確に捉え、 それに対応するための的確な手段を模索し （Ｐ）、 

着実に実行し（Ｄ）、得られた成果を検証し（Ｃ）、見直し、改善を進めます（Ａ） 。 

③ 市の施策全体に関心を持ち、常にアンテナを張り巡らし、国や他自治体の施策や民間の動向 

について、情報を収集・分析・活用します。 

（２） 常に市民目線でものを考え、市民と協働して行動する職員 

① 市民が真に求めている行政サービスは何か、常に市民の立場に立って考えます。 

② 自らも地域の一員であるという認識を持って行動し、地域に貢献します。 

③ 市民と対等の立場で、お互いに知恵や能力を出し合って、協働して地域の課題に取り組みま 

す。 

第 2 章 どのような職員を目指すのか 

１ 目指すべき職員像
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④ 市民とともに取り組む姿勢を通じて、市民とのゆるぎない信頼関係を構築します。 

⑤ 仕事の内容やプロセスについても、市民に正確に､わかりやすく説明を行います。 

（３） 常に問題意識を持ち、課題解決に向けてチャレンジする職員 

① 地域や職場におけるさまざまな問題点を自ら発見し、解決に向けて主体的に取り組みます。 

② 前例や既成概念にとらわれることなく、新たな業務や課題に前向きにチャレンジします。 

③ さまざまな機会を捉えて自己の能力向上とキャリア開発を図ります。 

④ 行政のプロとしての誇りと自覚を持ち、 専門知識と幅広い視野から担当する業務に取り組み 

ます。 

（４） 協調して目標を達成できる職員 

① 組織の共通目標を理解し、 その達成のためにそれぞれに求められる役割、 使命を果たします。 

② 上司・部下・同僚との円滑なコミュニケーションを図り、職場の一員として他の職員と協力 

します。 

第 2 章 どのような職員を目指すのか 

■ 職員アンケートから 

【目指す職員】 

① 市民の視点に立った対応、接遇を重視する市民感覚を持った職員 

② 問題を解決し、正確に業務を処理する業務処理能力を持った職員 

③ 費用対効果を考え、組織マネジメント、危機管理ができる経営感覚を持った職員 

【よりよい稚内市にするために新たにやりたいこと、改善･改革したいこと。】 

・職員に元気がなく、それが市民対応にも現れている。これからのことが不透明な状況なので目標を全職 

員が共有するべき。 

・目の前にある仕事だけをこなすのでなく、職員一人ひとりが市民サービスをもっと向上させることを考え 

ることが大切 

・全体の奉仕者としての意識を堅持するとともに、市民ニーズの多様化や権限委譲に対応するため、部 

局を超えたサービス体制を確保する。 

・財政も苦しく、公務員バッシングが厳しい中で、職員全員が危機感を共有し、力をあわせる。 

・自分たちの時代さえしのげればといった問題の先送りをすることなく、職員自身がこのまちの将来を真剣 

に考え、強いリーダーシップをとっていくことが必要である。 

・職員は足を運んで市民に顔を見せるべき。誰のために仕事をするのかあらためて意識する。
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・今、自分は何をするべきか、時宜を得た行動ができるよう、情報収集のためにアンテナを伸ばす。 

・他の市町村からよいやり方を学ぶとともに、稚内らしい施策を創造し、実行する。 

・職員の能力評価や適正な人員配置など課題は山積み。それをクリアするためには職員の意識改革、 

モチベーションを高めるための職場環境の整備が必要である。 

・財政状況が厳しい中、コスト意識を持つとともに、稚内市として本来やらなければいけない業務を整理す 

る。 

・学力だけでなく、意欲や協調性のある人物など、職員としての適性を重視した職員採用 

・適正な人事（人員配置、昇任など） 

・職員個々にあった職員研修の実施 

・行政事務改善委員会などへの参加により、職員に広い見識を持たせる。 

■市民アンケートから 

【市民が望む職員】 

① 地域の住民として、稚内市独自の創造性豊かな、活気あるまちづくりに貢献する職員 

② 市民に夢と希望を与える存在となる職員 

③ 何をすれば市民を満足させられるのかを考える職員 

④ 笑顔で、誠実・親切丁寧な対応ができる職員 

■職員特別研修の意見から 

【目指す職員】 

・ 与えられた仕事のスペシャリストを目指す。 

・ 1 人 1 人の仕事に対する向上意識を高めていく。 

・ なぜ、どうしてなんだろう、という気持ちをいつも心がけよう。 

・ 笑顔で業務に取組む。 

・ あいさつをこころがけ、市民との対話を大切にする。 

・ 常に改善しようとする気持ちを持ちつづける 

・ それぞれの立場、役割、期待を自覚する。 

・ 幅広い知識を習得する。 

・ 常に積極的に色々なことにチャレンジする。 

・ 市民に親しまれ役立つ職員 

・ 自分の仕事を、責任を持ってしっかりやる。 

第 2 章 どのような職員を目指すのか
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（１） 「目指すべき職員像」に基づく、求められる能力･意識は次のとおりです。 

（２） 各階層に求められる能力の割合は次のとおりです。 

① 職階別に必要とされる能力の比率は、一般職では「業務遂行能力」、職階が進むにつれて「行 

政経営能力」、「政策形成能力」が高くなりますが、職階に見合った「業務遂行能力」や「コミ 

ュニケーション能力」をすでに身につけていることが前提となります。 

② 求められる能力の質やレベルは職階によって異なります。 

③ 基礎となる能力､資質､姿勢の比率は、職階に関わらず一定です。 

行政経営能力 

・組織の目的･目標を明確に示し、その達成のために業務を効率的･効果的に遂行する能 

力 

・組織のメンバーが目標を達成するために必要とする能力や、意欲を引き出す人材育成 

能力 

政策形成能力 

・社会環境の変化や市民ニーズを的確に捉え、効果的な政策･施策を立案・実施するとと 

もにその結果を評価する能力 

・所管業務について、取り組むべき課題を認識し、解決策を企画する能力 

コミュニケーショ 

ン能力 

・個々の事業の内容や、意思決定の過程等を市民や職員に分かりやすく説明し、説得す 

る能力 

・政策の実現に向けて、組織内外の関係者と調整、折衝する能力 

・立場や役割に応じた円滑な人間関係を構築し、組織の活力を向上させる能力 

業務遂行能力 ・組織の目標や課題を正確に把握し、担当業務を正確かつ迅速に処理する能力 

基礎となる能力・ 

意識 

・稚内市への愛着を持ち、稚内市らしさをいかしたまちづくりに貢献する意識 

・市民との協働の重要性を理解し、行動する能力 

・全体の奉仕者としての使命と責務を自覚し、高い倫理観のもと、公正・誠実に対応する 

意識 

一般職 →→ 課長補佐・主査・副主査 →→ 課長相当職 →→ 部長・副部長相当職 

２ 各階層に求められる能力・役割 

第 2 章 どのような職員を目指すのか 

コミュニケーション能力 

業務遂行能力 

政策形成能力 
行政経営能力
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（３） それぞれの職階に求められる役割は次のとおりです。 

区分 基本的な役割 

部長・副部長 

相当職 

・市長の政策スタッフとして、全市的、中長期的な視点に基づき政策を形成し、部を 

経営する。 

・部門の最高責任者として、部の政策方針（目標）を明確に示し、効率的、効果的に 

これを達成する。 

・部の目標達成のために、市民・市議会・関係機関との調整、折衝を行う。 

・部下職員の育成・指導・監督を行うとともに、部門の統括や改革を図る。 

管

理

職 
課長相当職 

・課の責任者として、市・部の政策方針を踏まえ、課の目標とその考え方を部下職 

員に明確に示すとともに、効率的、効果的にこれを達成する。 

・状況の変化を正確・迅速に判断し、的確な対応策を検討するとともに、施策立 

案、政策形成を行う。 

・課の目標達成のために、市民・市議会・関係諸団体等との調整、折衝を行う。 

・部下職員の能力・適正等を把握し、適切な業務分配を行い、職員の能力を最大 

限発揮させるよう育成･指導・指揮する。 

監

督

職 

上席主査 

主査 

副主査 

相当職 

・グループ内の業務を把握し、基本的な処理方針を示し、業務の進行管理を行う。 

・市、部、課の政策方針を踏まえ、その達成に向けてグループのメンバーとともに 

効率的、効果的に業務を遂行する。 

・高度な実務知識をもとに上司を補佐するとともに、困難度の高い業務の責任者と 

なり、市民への対応を含め関係者との折衝を的確に行う。 

・業務を通じて部下職員を指導・助言・支援し、能力の開発を促す。 

・課長と職員のパイプ役を果たし、職場の活性化を図る。 

一

般

職 

主事 

技師 

主事補 

技術補 

・上司の指示・命令を的確に受け止め、実務担当者としての基礎的な実務知識を 

習得し、担当する業務を正確・迅速に処理する。 

・常に問題意識を持ち、問題解決と業務改善・提案等に率先して取り組む。 

・市民への対応を含め関係者との意思疎通を的確に行う。 

・市、部、課の政策方針、グループの目標を理解し、その達成のため他の職員と協 

力して仕事に取組む。 

第 2 章 どのような職員を目指すのか
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第 2 章 どのような職員を目指すのか 

■職員アンケートから 

【自分の職位や役割を自覚して、担当する仕事に責任を持って取り組んでいますか。】 

① そう思う・どちらかと言えばそう思う。・・・94.1％ 

② そう思わない･どちらかと言えばそう思わない。・・・4.8％ 

■職員特別研修の意見から 

【それぞれの職位に求めること。】 

・ 上司は経営感覚･危機管理意識を持つべき。 

・ 上司は、部下職員のやる気を引き出す。 

・ 課長は、課、係の目的、役割、方針をしっかり課内に伝達する役割がある。 

・ 係長は、係のリーダーとして係員の仕事量を把握し、バランスを取った業務の割り振りをする。 

・ 係長は、課長と係をつなぐパイプ役であると同時に、仕事をしやすい雰囲気を作る役割がある。 

・ 一般職は、信頼に足り得る仕事の知識を身につけるべき。 

・ 一般職は、まず与えられた仕事をきちんとこなすこと。 

■職員アンケートから 

【それぞれの職位に求められる能力はどのようなものだと思いますか。】 

部長・副部長・参事 

1 部下とコミュニケーションを図り、士気を高揚させ、組織の活力を向上させる統率力 

2 既存の価値観にとらわれずに柔軟に発想するとともに、課題解決のﾋﾞｼﾞｮﾝを創出し実現する構想力 

3 困難な事態に果敢に立ち向かい、目標の着実な達成と課題の解決を図る実行力 

課長職 

1 部下の心身の健康、職場環境等を把握し、その維持向上を図る監督力 

2 部下の意欲、能力、適性を理解し、能力向上の方向性を示し動機付けを行う育成力 

3 業務を適切に遂行できる程度の実務知識及びバランス感覚 

主査職 

1 業務の背景、経緯、他部署との関係等を含め幅広く指導やサポートを行い、部下の育成を図る育成 

力 

2 他部署との調整や新しい発想の提起など応用的な行動と、目標の着実な達成と課題の解決を図る 

実行力 

3 業務を適切に遂行できる程度の実務知識 

一般職 

1 相手の真意を正しく理解し、事実や自らの意見を正確に伝えるなど、丁寧かつ適切な対応を行う対 

応力 

2 自ら業務遂行方法を改善しながら、期限内に業務を適切に遂行する執行力 

3 後進の指導や上司等への説明を十分できる職務知識
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【上司(部下)が自分に対してどのような期待感を持っていると感じますか。】 

・ 自分の仕事を正確・迅速にこなすこと。 

・ リーダーシップ、的確な判断と決断力 

・ 責任感をもって業務を遂行すること。 

・ 職場環境の改善 

・ 期待されていないと思う。 そのようなことは考えない。 意識して仕事をしていない。 

【上司や部下からの期待に応えるために常日頃心がけていることは何ですか。】 

・ 与えられた職務を確実にこなす。精一杯取り組む。 

・ 自分の仕事に責任感を持つ。 

・ 意思の疎通を図る。（報告・相談・連絡） 

・ 自己研鑽、研修への積極的な参加 

・ 情報の収集、共有 

・ 常に問題意識を持つ。 

・ 上司や部下のために仕事をしているわけではないので、特に心がけてはいない。 

第 2 章 どのような職員を目指すのか


